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10月1日現在の大崎市の人口
	地域
	男
	前月比
	女
	前月比
	計
	前月比
	世帯数

	古川
	37,981
	＋15
	39,343
	－12
	77,324
	＋3
	32,249

	松山
	2,815
	－7
	2,987
	－2
	5,802
	－9
	2,199

	三本木
	3,822
	－2
	3,848
	0
	7,670
	－2
	2,718

	鹿島台
	5,556
	－7
	5,932
	＋1
	11,488
	－6
	4,550

	岩出山
	5,033
	－6
	5,206
	－5
	10,239
	－11
	4,130

	鳴子温泉
	2,674
	－14
	2,921
	－10
	5,595
	－24
	2,618

	田尻
	5,140
	－6
	5,245
	－4
	10,385
	－10
	3,618

	市全体
	63,021
	－27
	65,482
	－32
	128,503
	－59
	52,082


問合せ　市政情報課統計担当　電話23-5091

今月の納税
納期限：11月30日（月）
市から送付する納付書や口座振替を利用している人の納期限です。口座振替を利用している人は、記帳にて残高と振替結果を確認してください。
国民健康保険税　第5期
介護保険料　第5期
後期高齢者医療保険料　第5期
問合せ　納税課収納担当  電話23-5148

空間放射線量の測定結果（単位:マイクロシーベルト/h）
	10月19日測定
	地表面
から1m
	地表面
から0.5m

	市役所第2駐車場
	0.05
	0.05

	松山総合支所
	0.04
	0.03

	三本木総合支所
	0.03
	0.04

	鹿島台総合支所
	0.05
	0.04

	岩出山総合支所
	0.05
	0.05

	鳴子総合支所
	0.05
	0.05

	田尻総合支所
	0.03
	0.03



火災発生件数(9月末日現在・右欄は前年比)
	建物火災
	16件
	＋12

	林野火災
	0件
	－3

	車両火災
	3件
	－2

	その他火災
	12件
	＋17

	合計
	31件
	＋14



交通死亡事故件数(10月15日現在・右欄は前年比)
	発生件数
	3件
	＋2

	死亡者数
	3人
	＋2


問合せ　防災安全課 消防担当・交通防犯担当  電話23-5144

パタ崎さんのひと口メモ
●その52　色づく秋を歩こうよ！
問合せ 観光交流課 電話23-7097
　大崎市では、10月中旬から11月にかけて、赤や黄色の美しい紅葉をいろんなところで見ることができるんだ。その中でも特に「鳴子峡」は、宮城県の名勝に指定されていて、高さ100メートルもの断崖絶壁が2.6キロメートルにわたって続いているよ。真っ赤に染まる紅葉に覆われ、見晴らし台からの眺めはまさに絶景！大深沢橋を見上げる回顧橋からも美しい渓谷美が楽しめるよ。
　鳴子峡の付近には、宮城オルレ「大崎・鳴子温泉コース」や、大深沢の遊歩道が整備されていて、俳人・松尾芭蕉がたどった足跡の「奥の細道」もあるから、ウォーキングしながら、悠久の歴史を感じてみよう！落ち葉で真っ赤に染まった道を踏みしめながら歩く音も心地良いよね！
　潟沼や鳴子ダム、小黒ヶ崎山もオススメのスポットなので、みんなで色づく秋を歩いてみようよ！
今月の表紙
　10月14日、平成29年に国の重要文化財に指定された「木造千手観音坐像」、脇侍の「木造不動明王立像」と「木造毘沙門天立像」が田尻総合支所内に収蔵されました。
　千手観音坐像は、明治初期に廃寺となった小松寺（田尻小松地区）の本尊として伝来したもので、平安時代に造られたものと考えられています。重要文化財の指定にあたり、大崎市が管理団体となり、地域の皆さんから「地域の宝は地域で守りたい」との声をいただいたことから、田尻総合支所内で保存・展示となりました。
　10月29日から一般公開していますので、大変貴重な重要文化財の仏像を、ぜひ鑑賞ください。詳細は12ページのオオサキプレイガイドに掲載しています。

オオサキワンダーミュージアム
人と大自然の青空博物館
vol.7「大崎耕土」未来に残したい居久根～見てけらいん！おらほの居久根～募集
問い合わせ　世界農業遺産推進課自然共生推進担当　電話23-2281
大崎地域世界農業遺産推進協議会では、大崎耕土のランドスケープを構成している屋敷林「居久根（いぐね）」の保全と活用に係る取り組みを行っています。
　大崎耕土全域に広がる、世界に誇る「居久根」の価値を共有し、居久根のある豊かな地域づくりにつなげていくために、「未来に残したい」、「見てもらいたい」と思える居久根を募集します。
　協議会では、居久根の見学会の受け入れや写真の提供など、可能な範囲でご協力いただける人を募っていますので、たくさんの応募をお待ちしています。
　応募いただいた人の中から抽選で、10人に3千円相当の大崎地域の地場産品、また、希望者全員にドローンで上空から撮影した自宅の写真をプレゼントします。
　大崎耕土ウェブサイト（https://osakikoudo.jp）に掲載している応募用紙に必要事項を記入の上、メール（osaki-giahs@city.osaki.miyagi.jp）または郵送（〒989-6188大崎市古川七日町1番1号 大崎市世界農業遺産推進課あて）で応募してください。
市長コラム　パークゴルフで生き活き人生を！
先月、待望の三本木パークゴルフ場がオープンしました。連日、県内外から多くのパークゴルフ愛好者に来訪いただき、盛況を博しております。
県内最大級の6コース54ホールを備え、地元木材を使ったクラブハウスも話題です。
国道4号、東北自動車道三本木スマートインターチェンジから近く、アクセスにも恵まれております。
近隣には、「道の駅」や「日帰り温泉」もあり、世界農業遺産「大崎耕土」の南の玄関口の新たな交流拠点としてご活用いただきたいと期待しております。
パークゴルフは、１９８３年（昭和58年）北海道幕別町で誕生したスポーツで、あれよ、あれよという間に愛好者を増やし、全国に、世界に広がりました。国体のデモンストレーション競技でもあります。今や、国内愛好者数130万人、コース１３００カ所に迫る勢いで、学校内や病院、道の駅にも整備される普及ぶりです。
パークゴルフの魅力は、ルールがいたってシンプルなこと。子どもからお年寄りまで、誰しもが手軽に、気軽にできること。楽しいこと。友達が増えること。健康長寿や認知症予防にも期待されていること。などと言われております。
大崎市は、田尻加護坊パークゴルフ場が本州では最も早く導入された「パークゴルフの聖地」であることから、パークゴルフ先進地でもあります。
[bookmark: _GoBack]大崎市二カ所目の三本木パークゴルフ場オープンを契機に、プレーを楽しみながら健康増進、笑顔あふれるライフスタイルを創造してまいりましょう。
